
‘、東歌餌育lニ政事な床面繚に関する試、験  

．果笥志也  井上 正  

バ、昧 ノ琵  輿山 峯   

／ 冒 魯   

最近企東和な畜産の潅営か・直労られ．番、玖にみいても生産費低液の男＿短   

から多頭数餌薫のろりかたがこ何層となってしゝる．  

炎来一般軌ニl式肉取餌奔亡正章愛蔵積は／覿曽り紛／ク勅ヱ と三れてい   

るが．多車間責め局舎．暦象森林専の改善を図る寒け二宣り史lユ餌発雷度え   

垣し得るのでは敬いかと考えられる一  

俵気 句倒・の冷与方芸 畜舎の済屠等l二留鳥した場合にをいこ．飼‾責法   

度の瞑界を知るための一薦とレこ永斌験を実包した．  

ヱ 決壊力ま  

（り 風合．豚舎は泉．喜平家産で東面ウ耽 南比〃、土塊．光ゝ倒l二幅／・2・れの   

遠慮を設け＿ 砲郵のP．タザ乙ヱ の琢磨を試験区と∪ノク軍を瞭属した。  

即ち＿ ／頭当り∂一身タイ9㌔ 古希る】  

泉便仁／占、gて一′㌔ の歌麿を灯恩区ヒレて二汚γじ㌧く／∂頭収ノ容した。／茨当  

り／、占∫竹上1で・取る。  

粛槽広面風一席ヒも先師二囁J∫ご郁L′ 長ミ3仇のむの乞虎内に改喝し  

たり  

函凰楓床上アクニ既＿毒てさ閲／乙ご勃L何時の木の伸上レ その上抵高さ  

／jクこ′池 のガラス＿戸とした，丸倒は人2肌用／、∂堺Lの息乞ユケ析設け  

た。  

（2）試歌風．彗環サい程のヨークシヤー象の後吸から生産生れたチノ玖で  

鼓験区 ノ∂覇．計鬼瓦／∂覇とした．  

（3）式褒詞南 平胞侭牽ノ∫k貫から疏決皇帝壇し．∫∂k暮 までを前額  

ヒし．モの象牙∫kままモ生後餌故険と∪た一？試敬騎何は昭和J夕貴々  

月／ヱ甘から攻∂貴女月ユよヨまて・モろっち、  

（4J餌ノ臥り亀発と給与方ま 館軋【式度病魚力快足．飼思ぇ使用レ その場．或  

は矛／表のとぉりである。  

（少∠）   



舞ノ表  讃仝与畢風 の敬荻  
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／せk♂～J少ざ  

1こ・ヽ1丁やl  

糸与警は産＿肉免舟倹足場与景養仁クモい．多選の平均体重によるほか．  

舞「乳の原敬吠薦を断案して為与し．取乱3 7K／の重義比で百錬りとし  

て漂；与した。フK庁不断恵与した＿一  

泡軍回教は平均飯愛如K済 まモはj更としこ11象牙身k才 まではヱ  

固の副常吉全教とした∴  

（∫ノ 飼養皆定忘失 生後〃g～占ク甘の子萩生軋除原告仁旧名し一 字知床   

套が／ikきに産する日までを拳僑謂向とし．ニの句風舎にな九さ吐虞  

虫左無私した。珂魯督監方夫は両区Lも同一とし一 騎既後 啄眉の希局  

数わらの萄絵直行った。吸塵舞底南側の4野の部倉皇ビニ＿ル夜ご囲い  

教わらを多く萄浩レて応真につと虻應．  

く∠ノ 河萄頃胃 試験餌間中法命日分節札席数筆 記席次原及び気教の盈藤   

並む号二岳堰／可午前／0爵体臭劉児．生らじ平河仮受倉∫K許 に塗して  

みらク日以内・ニ■争∫k各に適い赦真のもの左各区孝索づ●っ選ば．眉叔母  

床レこ薦凍患桑原塞Jニ峯ゴいてノ寄休巧寒邑左待った．  

J．敬験夜頃  

（／ノ 免責戎雷 詫贋画壇啓よリ バ間み仁棒吏を測定した清原は菟′2表のと  

諒りであった．／日中均焙休牽ヒ試験所冬日薮 故、験終了時の甘今月牒  

3毒・⑦と＝もりでるった。  

（夕7）   
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舞 3 表  庵 体 政 費  

誕 磨こ、験二 打 皐 月 革  
広・・・・・≡ 令  一 日 乎・海 上曽 捧 呈    ほ瀾  

7下落白今   東 部  後 二田  全翳㈲  河 東  後 ＝鯛’  会期岡   

∈ま   lヨ   チ   昏・   巳  
洗顔区  グヲ   l∋        計       十｛  ／J■だ  一タ」P夕  ∠∠之．之  j‾ユ′之  ユ∂∠   

村照区  ァぎ   古豪  ノ8ネ   4ムj  ∠しぐク  よ∵2ク  ヱ∂友  

鏡像析魯日数は討二段邑⑦方が上官多血らた‘．  

十甲軍何度体重牒諌凍．後朗ヒもに吋票Eろ方わご々々す4オLて易り   

生餌向▲を牒じて 

った．～  

平均久重がぎ∫k多 に達した■ヒ三の各区の貴大外套？想酢L 哉ヅ妹   

東め呵殊む見頃計ろと祇哉区が9クk筈 とククk多．軒栗邑が9■∫K富  

’と矛♂，jK各モろつ左■  

（ネノ細孔瀬襲撃と餌鼎昂弦牽 飼風発貫置と笥埠卑求尭はみ〃鼻◎とおり  

で・ろった．  

葬4鼓 軒風発焚蔓と餌乱費求宰  

後  部  

顛／、教区  ／∂アよ争  ∫．／ク  ノ女官ク各  承．／ク  よj／ア  J．∠♂   
■‾ 皇 喜  膏・来賓  讃費置  容認牽  索常置－  専東亜  

対’腰区．  ／♂7．ヱ  i／／  ノJ♂ア  Jヲ∫  ヱ〃g、ヲ  j、fJ  
簡明枚軋験区の寿が 後軌芸吋雫良友方がかむチぺ■jtていた・生餌句   

左昂じてぼ対管区め方がや登すぐれていたが、大書筍窒は観、めら札巧か   

づた。  

（プ？隆原状鬼と腐食状況軽費妖魔は全調何色轟じて句虻とも慣熟二経濁   

した．床の水洗′ま行なわず 朝夕三回取入つらの萄空合を行なったか 親風   

区り方あ汚染が舛豊臣主り肴しかつた。全期間立通じて両区ヒも斗卑成観め以東ヴハた、判瑚壱が％厚   

■柑轡射蘭漬しく静喝ドなっ相手暗に頗猪が鶉めら描かれ僻囲〃稀恥爛卿ヒも円夜碑った。  

（4ノ風体玖周■平均休蚕ムヾ 

る区かち平野森窒に密い体重り取成預づつを凄び．旦密取力俊足慮溶暦   

象ま仁より酸味して眉輝あ蔀◎創見邑行った．  

その咤湊底弁上長めとありでめった。虞肉夕笥t王命区の向lニ産tミ箆め   

られず一 浄罪府成層の摩三℃慧しい鼻は級のられなかった．  

（女！り   
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〃＋専、こ句  

歴東園軟／雲当り毘／フ・．ワ′二 ろ蚕環がノだ冬と三九てし、たが ク．才ダウフ乙ユ   

◎両廣ご乍可蜃芭きろカ＼と∴うA＼星夜めるため仁木歓顔色男鹿した。  

爽責爽牽い 珂私啓薮発 展停夜烏箪にフいて両区の画仁！宣布意巧差が蔽   

わらオしなかった．．  

ル、上の選書属か・土 年間を通じこ肉承／戻蟄り∂、タグ仰‘／2 の床面蜃で 句   

風㌻ることが打席であることが確かめられた．  

会お．う珂j菅生虜丹Lこ設けたため′ ヱ¢毎硬左足し引くと，／薮彗りの面   

虜荘∂．ブタ∫ゥ，乙ヱで秀る。   

ア 瞳郊畜舎（月巴脅豚舎）及び晦舞姫鼓仁関する三和奄研究（．抄J  

き州且犬  大橋鰐也  

ノト林 現  菅原重大  

芝崎 垂  加風巳乏宅   

／． 目 的  

毎ノ直選営の親項鹿大ヒともlこ 亀営の基盤ヒなる畜今ヒそめ附属鞄象り   

頂原は潔急に帝沢を脅する同席と貪ってしトる，  

二の仁め．都市法廊の肴級温富仁番した肥異風舎遼現に威する藍本的奄   

星命を写るために．秀辛皮に倭喪章晩の突應調査生得い．塔にそ巧虞済度・   

佃煮乾草 餌ノ轟環．息ふらみた疋帝7駅舎磯産め≡矢ノ宅啓因星分／析耳巴屠し 産哲   

現嘆別．何番忘表別に靂屋敷計を発現する．  

．二 丁 三ミ   

都下並びtに曙玉 歯奈川県下に育ける池上∂列仁局が予句野卑李別のゃ   

から．亀形式別に敷状にみいて俊痘と應わ〕tるノ」＼敦粁薫常会ぐヰ．大鹿呵   

責豚雪女▼件乏腐生して．瞑．更に由サる視察 汁副単により下記原田を夫々   

御重し、そめ結果左分析整理した．   

／）塗営凰記章珂蜃   

ニ）番台及付属観象オ常道常夜   

3J作泰時瑚・オ執良を中／eヒする常弟飛雪   

クノ 急患度の某局を中心とする塚経詞蚤   

∫J費尿j払取ろ宍馬御重  

（∫ノ〕   


